
日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び、日本プロゴルフ協会競技規則及び本競技ローカルルールを適用する
※使用ティーエリアは男女同一とする。

競 技 規 則

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、全ての事柄について、この委員会の裁定は最終である。

競技委員会の裁定

【 日 　 　 時 】 2025年9月15日（月・祝）　　
【 予  備  日 】 2025年9月23日（火・祝）　※午後、ハーフプレー（9ホール・ストロークプレー）

【 場 　 　 所 】福崎東洋ゴルフ倶楽部
【 指定練習日 】 2025年9月10日(水)～

競 技 の 条 件

1.
2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

本競技は、18ホール・ストロークプレーで行う。
スコア入力は、カートナビを必須とする。
同スコアの場合は、マッチング・スコアカード方式により順位を決定する。
※悪天候など不測の事態が生じた場合は実行委員長の判断により、競技方法を変更する事があります。
全組、乗用カートによるセルフプレーとする。
※カートの運転は自動車運転免許をお持ちの方に限ります。
特定の用具の使用制限
　（a）『適合ドライバーヘッドリスト』を適用する。
　（b）『溝とパンチマークの仕様 』を適用する。
　（c）『適合球リスト』を適用する。
　（d）距離測定器(高低差含む)使用可とする。
ホールとホールの間での練習禁止
　　『規則付Ⅰ（B）5b』を適用する。
プレーの中断と再開
　（1）プレーの中断（落雷などの危険を伴わない気象状況）については、ゴルフ規則6-8b、ｃ，ｄに従って
　　　 処置すること。
　（2）険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレーが中断となった場合、同じ組の競技者全員が
         ホールとホールの間にいた時は、各競技者は委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開
         してはならない。1ホールのプレーの途中であった時は、各競技者はすぐにプレーを中断しなければ
         ならず、その後、委員会よりプレー再開の指示が出るまで、プレーを再開してはならない。
         競技者がすぐにプレーを中断しなかった時は、ゴルフ規則33-7に決められているような、罰を免除
　　　 する正当な事情がなければ、その競技者は競技失格とする。この条件の違反の罰は競技失格となる。
　（3）プレー中断と再開の合図について
　　　 通常のプレー中断：短いサイレンを繰り返して通報する。
　　　 険悪な気象状況による即時中断：1回の長いサイレンを鳴らして通報する。
　　　 プレーの再開：1回の長いサイレンを鳴らして通報する。
競技者はプレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意のこと。
プレーの不当な遅延については、特別ローカル・ルールにより罰せられる。尚、部外者のコース内立ち入りは禁止する。
不測の事態
天候その他不測の事態が生じた場合は、競技委員会の判断により競技方法を変更することもある。
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注  意  事  項

1.
2.
3.
4.
5.

競技の条件やローカルルールに追加、変更のある時は、スタート前に掲示して告示する。
練習は指定練習場で行うものとする。打球練習場は隣接の福崎東洋ゴルフ練習場（6:00～）で行うものとする。
スタート時刻30分前には受付を済ませ、必ずティーイングエリア周辺にて10分前には、待機すること。
プレー終了後、ただちに所定のスコアカードにアテスト・アプルーブの署名をし、競技委員に提出すること。
この競技をキャンセルする場合は必ず当コース（福崎東洋ゴルフ倶楽部 0790-22-1248）まで連絡すること。

7.

8.

ホールアウトしたグリーン上及びその周辺で練習ストロークを行ってはならない。9ホールを終了して待ち時間
のある場合は、指定された練習グリーンにおいてのみパッティングの練習をすることができる。
本競技において、プレーヤーは距離計測器の使用によって距離及び高低差のみの情報を得ることができる。
正規のラウンド中にプレーに影響する可能性のある他の条件（例：風速等）を計測するために距離計測器を
使用した場合、プレーヤーは規則４.3aの違反となる。

1.
2.
3.
4.
5.

6.

アウト・オブ・バウンズ（ＯＢ）は、白杭および赤杭をもってその境界の縁を標示する。
特設ティの使用はしないものとする。
修理地は、白線または青杭をもってその境界の縁を標示する。
6、10、15、16番ホールの池はレッドペナルティーエリアとする。池を囲む石杭や石積を境界とする。
球がカート用道路、撒水栓、排水溝及び蓋、金網、ネット、立札、樹木の支柱、距離表示の白のポール等、
ストロークに障害のある場合は、罰なしに球を拾いあげ障害を避け得る球の最も近い地点（ニアレストポイント）から、
１クラブレングス以内にドロップすることができる。
使用禁止の表示がある予備グリーンはプレー禁止の修理地（ジェネラルエリア）とし、その上に止まっているか、
又はスタンスがかかる場合は、規則16.1bを適用し、罰なしに球を拾いあげ障害を避け得る球の
最も近い地点（ニアレストポイント）から、１クラブレングス以内にレングスドロップしなければならない。

ローカルルール


